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平成２７年度 日独共同大学院プログラム 

事後評価資料  

 
１．概要 

領域 工学 

分科  プロセス工学       

細目  生物機能・バイオプロセス       

プロジェクト名 

（和文）環境調和を指向した生物および化学プロセスに関する 

    共同大学院教育プログラム 

（英文）Graduate Externship Program on Environmentally Benign 

        Bio- and Chemical Processes 

実施期間 

（延長期間を含む） 
２０１０年 ４月 1日 ～ ２０１５年 ３月３１日（ ６０か月） 

日本側実施機関名 国立大学法人 大阪大学 

コーディネーター 

所属・職・氏名 

 

大学院基礎工学研究科  教授 真島 和志 

参加者数 教員等 ５８ 名、 学生 １０８名 

ドイツ側実施機関名 アーヘン工科大学 

コーディネーター 

所属・職・氏名 
数理情報自然科学研究科・教授・Jun OKUDA  

参加者数 教員等 １６ 名、 学生  ４２名 

 

【公表用】 
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２．目標 

 終了時評価時に計画した目標とその達成度について記載してください。（２頁以内） 

○終了時評価時の目標（終了時評価資料（計画調書）に記載した目標を転載のこと） 

本共同大学院プログラムは、従来交流の少なかった生物と化学の両分野において、物質変換プロセス

を研究対象とする教員を集め、大学院教育において生物プロセスと化学プロセスの両方の研究分野に精

通し、国際的に通用する若手研究者を養成する教育研究体制を構築し実践することを目的としている。 

この研究分野は日本とドイツが伝統的に得意とする分野であり、米国とともに世界を先導している研

究分野である。中でも、大阪大学およびアーヘン工科大学から参加する教員は、環境調和型の高選択的

な反応プロセスの開発で世界のトップレベルにあり、高い評価を得ている研究者である。大阪大学側だ

けでなく、アーヘン工科大学においても、生物プロセスと化学プロセスの両分野に精通し、国際的に通

用する若手研究者を養成することへの要請が高まっていることを踏まえて、大阪大学とアーヘン工科大

学の全面的な協力関係を確立することにより、研究上の相乗効果を通じて本研究分野を担う若手研究者

を養成することを目指している。 

本目的を達成するため、平成 22 年〜平成 24 年度の 3年間において「大学院学生に新たな国際的な教

育の機会を与えること、および、若手教員を中心とする教育と国際共同研究の訓練・育成の機会を与え

ること」といった実践を行ってきた。これらの実績を踏まえ、3 年間の本プログラムにより培った共同

大学院プログラムの基盤の上に、さらに、2 年間延長することにより、国際性を標準とする優れた若手

研究者を養成するための優れた共同大学院プログラムを、継続性を持つより強固な教育プログラムへと

強化することを目指している。 

上記の目標達成のために、これまでの 3 年間の実績を踏まえ、項目①〜項目⑤に掲げる目標を継続・

発展させる。 

① 大学院学生（毎年 9名以上）を 10ヶ月間までの期間アーヘン工科大学へ派遣する。 

② 教員（毎年 4〜5名）を 1～2週間派遣し、集中講義・研究指導を行う。 

③ 若手教員（1名）を 10ヶ月間までの期間アーヘン工科大学へ派遣する。 

④ 平成 25年度および平成 26 年度の両年度で、日独において国際セミナーを開催する。 

⑤ 派遣・受入の計画段階で大学院生の指導教授を両大学からそれぞれ１名選び指導する体制（ダブル

Supervisor体制）を構築する。 

 項目①を実践することにより、大学院学生を双方向に派遣・受入することにより、共同研究を行う。

さらに、項目②および項目③の実践により、若手教員が英語による講義を一部担当することや、複数回

の講演会を行うことにより、大阪大学の若手教員の教育研究レベルを国際的に通用するように促すこと

を目指している。また、これらに対応したアーヘン工科大学からの博士課程学生の受入および教員の受

入を通じた教育機会を最大限に活かし、国際的に通用する教育・研究の向上を目指す。 

 項目④と項目⑤は、これまで３年間の取り組みをより発展させる計画である。項目④は、これまでの

実績から、大学院生および若手教員に英語で共同研究成果を発表させる機会を増やすことが教育効果と

して大きいことがわかってきたので、アーヘンと大阪の両方で国際セミナーを毎年開催する。同時に、

これらの機会を持つことにより、大学院生が生物と化学の両方の先端研究に触れる機会をもてるように

する。項目⑤は大学院学生の派遣・受入の計画段階において、大阪大学とアーヘン工科大学の双方から

指導教授を選ぶことはこれまでの３年間について既に実施してきたが、さらに発展させ、留学期間に限

らず、それ以外の期間についても 2 名の指導教授による指導（情報通信手段を用いた研究指導）のもと

に大学院教育を進める体制を構築する。これにより、研究指導の結果を可能な限り共同研究（共著論文
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による発表）とすることを目指し、博士論文の作成を相互に指導・評価できる体制を構築し、世界標準

の博士養成のプログラムとする。 

 なお、採択以来、コーディネーターを3年務めた大竹久夫は、平成26年度末に定年退職の予定であり、

本プロジェクト終了後にも日独国際交流を継続することを考え、2年間の延長期間については、真島和志

を新たなコーディネーターとする。真島は従前から本プロジェクトに参加教員として参画しており、化

学プロセスの教員を代表したサブコーディネーターとしての役割を担ってきた。よって、コーディネー

ターとしての適性は十分である。さらに大竹も延長当初は参加教員として引き続き本プロジェクトに参

加する予定であることから、 継続性を保ちながらプロジェクトを更に発展させることが可能であり、目

標をさらに2年間継続発展させることにより、「生物プロセスと化学プロセスの両方の研究分野に精通し、

国際的に通用する若手研究者を養成する教育研究体制」を構築・発展させることができると考えている。 

 

○目標に対する達成度 

□目標は想定以上に達成された。 

 ☑目標は想定どおり達成された。 

□目標はある程度達成された。 

□目標はほとんど達成されなかった。 

【理由】 

項目①〜項目⑤に掲げる具体的な数値目標を掲げて本プログラムを実施してきた。各項目の達成した

数値を以下の表にまとめ、下段にその説明を記載した。 

 

目標項目 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

① 学生派遣人数 11 14 18 12 15 70 

② 教員派遣（集中講義・研究指導） 5 3 4 8 7 27 

③ 若手教員派遣 4 3 6 5 3 21 

④ セミナー開催（日独） 2 5 2 2 2 13 

 項目①に関しては、大学院学生を毎年 9名以上派遣する計画に対して、各年度とも数値目標を上回る学

生の派遣を行うことができた。 

 項目②に関しては、毎年教員（毎年 4〜5名）を派遣し、アーヘン工科大学において集中講義ならびに

研究指導を行う計画に対し、平成 23 年度の 3名以外は、概ね数値目標を上回ることができた。 

 項目③に関しては、若手教員の 1～2週間の派遣（講義が主）であるが、1名は半年間、2名はそれぞ

れ 2ヶ月間、1名は 1ヶ月間アーヘン工科大学に派遣し、共同研究を行った。さらに、英語による講義等

を行い、国際的な教育の訓練の機会を持つことができた。 

 項目④に関しては、毎年大阪とアーヘンの双方向で国際セミナーを開催している。加えて、平成 23年

度には、4月に学生のみのミニシンポジウムを大阪大学で、9月にアーヘン工科大にて化学分野に特化し

たセミナーが開催されているため、他の年度と比較して開催数が多くなっている。 

 項目⑤に関しては、双方向に学生を指導し公聴会では副査を務めて「ダブル Supervisor 体制」を構築

した成果として、平成 25年度以降、大阪大学の 4名の学生の博士学位論文審査においてアーヘン工科大

の教授が副査を務めた。また、アーヘン工科大学の学生の博士学位審査に大阪大学の教授が出席する実

績が得られている。 
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３．これまでの交流を通じて得られた成果 

これまでの交流を通じての成果を「共同課程の整備」、「継続的協力関係」、及び「教育研究効果」の観点から記載

してください。（３頁以内） 

○共同課程の整備 

 共同課程カリキュラムとして、環境調和を指向した生物および化学プロセスの実現に必要な、生体触

媒技術の高度化および高機能化学触媒を開発するための理論と技術を学ばせるため、以下のプログラム

を行ってきた。 

① アーヘン工科大学に留学中は、「ダブル Supervisor 体制」に基づき指定されているアーヘン工科大

学の指導教授のもとで実験を行う。 

これまでの 5年間に、合計 16名の学生が 2ヶ月以上最長 6ヶ月間（2ヶ月間が 9名、3ヶ月間は 3

名、4 ヶ月間が 3 名、6 ヶ月間が 1 名）アーヘン工科大学に派遣され、指定された教授の研究室に

所属し、共同研究を行った。 16 名のうち 4名の学位審査において、「ダブル Supervisor体制」に基

づき指定されているアーヘン工科大学の教授が副査として、大阪大学で行われた学位審査に参加し、

大阪大学の学位審査記録に副査として名前が記載された。 

② アーヘン工科大学の教員による集中講義を大阪大学で行う。 

平成 22年度以降、合計 6名の教授による集中講義が行われた。  

③ 大阪大学におけるセミナーを英語で行う。 

アーヘン工科大学の教員による英語のセミナーが 5年間に、4回開催された。工学研究科および基礎

工学研究科については、英語の大学院授業が聴講可能である。また、いくつかの受入研究室におい

ては、研究報告会等を英語で行っている。 

④ 大阪大学の教員がアーヘン工科大学を訪れ、集中講義・研究指導を行う。 

大阪大学の教員が、5 年間の間にアーヘン工科大学を訪問し、総数 15回の集中講義・研究指導を行

った。 

⑤ 学生の英語による研究成果の発表の機会を設ける。 

毎年実施した大阪大学およびアーヘン工科大学での国際セミナーにおいて、合計 83名の大学院学生

が、口頭発表の機会を持つことができた（これまでに開催した合計 13回の国際セミナーの様子は、

参考資料として添付しておりますそれぞれの要旨を参照ください）。特に、ノーベル化学賞受賞者を

はじめとした国際的に著名な招聘講演者の前で口頭発表を行う機会を持つことができ、大変大きな

教育効果があった。その成果は、過去 5 年間に本プログラムに参加した大学院学生が、国際会議に

おける発表で多くの賞を受賞したことに顕れている（教育研究効果で再度説明）。 

 

○継続的協力関係 

 大阪大学とアーヘン工科大学は、本プログラム開始前の平成 17年度にすでに大学間学術交流協定を締

結し、平成 21年度に大阪大学の基礎工学研究科とアーヘン工科大学の数理情報自然科学研究科との間で、

部局間学術交流協定を締結していた。しかし、本プロジェクトの開始に合わせて、教員メンバーが多く

所属する工学研究科についても、授業料等の免除や様々な優遇措置を受けられる交換留学生の枠を広げ

ることが急務であり、平成 22年度に大阪大学の工学研究科とアーヘン工科大学の数理情報自然科学研究

科との間でも部局間学術交流協定を締結した。また、大阪大学の工学研究科には、滞在ビザの取得を必

要としない 3 ヶ月以内の滞在期間で交換留学生を受け入れる制度もなかったため、工学研究科内の「超

短期特別研究学生受け入れ申し合わせ」事項の変更を行った。この措置により、手間と時間のかかる滞
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在ビザの申請手続きなしに、アーヘン工科大学の大学院生を工学研究科にも受け入れることが可能とな

った。 

 

○教育研究効果 

 大学院生にとり、海外に滞在し国際的な環境に身を置いて研究に取り組むことは貴重な経験であり、

彼らの潜在能力を引き出すうえで非常に効果的な刺激である。大阪大学の大学院生にとりアーヘン工科

大学の国際的な環境の中で研究に取り組んだ経験は、将来国際的に活躍できる研究者になるという高い

自覚を持たせるためにも、大変良い機会となっている。一方、アーヘン工科大学の大学院生を大阪大学

に受入れてきたことから、大阪大学の他の大学院生によい刺激を与えており、日独双方向の交流を通じ

て両大学の博士課程プログラムの質の向上に相乗効果を生み出している。とくに、国際セミナーやミニ

シンポジウムにおける大学院生の英語による口頭発表件数は、合計 47件に達しており、英語によるコミ

ュニケーション能力を向上させるうえで、非常に効果があった。具体的な成果としては、過去 5 年間に

本プログラムに参加した大学院学生が、国際会議における発表で多くの賞を受賞したことに顕れている

（図１参照）。 

  

図１．国際会議でのポスター賞受賞数 

 

 さらに、国際シンポジウムやミニシンポジウムの準備から運営までを、両大学の大学院生に分担させ

る取り組みを行ってきた。このような経験は、国際交流活動の経験を積ませる面ばかりでなく、日独両

大学の大学院生どうしの人間的な交流を促進するうえでも効果的であった。最近では、座長を学生が担

当し、英語による議論を誘導するまでに学生の積極性が涵養されている。 

 博士学位論文の作成については、両大学の教員が国際的な基準で相互の大学の博士学位論文をチェッ

クすることにより、質の高い博士学位論文の審査が可能となっている。前述したように、平成 25年度以

降、大阪大学の 4 名の学生の博士学位論文審査においてアーヘン工科大の教授が副査を務めた。また、

アーヘン工科大学の学生の博士学位審査に大阪大学の教授が出席する実績が得られている。今後、着実

に双方向の審査体制が進む予定である。 
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４．プロジェクトの実施状況  

（１）分野及びプロジェクトの深化・発展 

終了時評価時に記載した実施機関の目標及び必要性を踏まえて、どのようにして対象となる分野及びプロジェクト

がドイツとの交流を通して深化・発展したか記載してください。 

 過去５年間で、大学院学生に対する国際的な教育の機会の付与と、若手教員を中心とする両大学間の

国際共同研究実践体制が整った。そのために、両大学の研究者間において共同研究・教育指導体制が円

滑に継続できるようにする工夫を進めている。具体的には、大阪大学独自の財源を用いたクロス・アポ

イントメント制度を利用し、本プログラムに参加するアーヘン工科大学の教員を特任教授（常勤）ある

いは招聘教授（非常勤）として雇用し、大阪大学の博士課程学生への教育・研究の指導および評価に継

続的に関与出来るような体制作りに取り組み、以下の成果を得ている。   

① 「ダブル Supervisor 体制」による共同研究成果の達成（学会発表、国際誌への共著論文） 

 大学院生を交換留学生として派遣・受入を実施するに当たり、両大学の教授をそれぞれ一名ずつ

指導教授として指定する。これにより、派遣期間のみならず、その期間以外も含めて共同研究とし

て双方向の交流を推進する計画である。  

②「ダブル Supervisor体制」による双方の教授による質の高い英文による博士論文の作成 

 両大学の指導教授が学位審査に関与することから、博士学位論文は英文で作成し、国際標準の

学位審査を行う。 

③ 大学院における教育研究の国際化  

 数ヶ月間の海外での研究経験は、国際標準を意識させる上で大変重要であり、研究者として国際

的に活躍することへの高い自覚を持つ契機となっている。さらに、アーヘン工科大学の学生の受入

により、大阪大学側の研究室内の国際化も同時に進んでいる。合同シンポジウムにおける発表の機

会の効果として、国際会議のポスター発表賞数が年々増加している(図１参照)。 

以上のように、①〜③について成果を得ていることから、5年間の継続により、プロジェクトの深化・

発展は予定通りに達成できたと考えている。 

 

（２）コーディネーター及び参加教員の取り組み状況 

日本側コーディネーター及び参加教員は当該プロジェクトの実施を適切に行ってきたかについて、日本側コーディ

ネーターや教員等の取り組み状況に触れながら記載してください。 

 大阪大学のコーディネーターである真島教授とアーヘン工科大学のコーディネーターである Okuda 教

授は、共同研究・共著論文の成果を多数得ており、研究および国流交流の両面において、協力関係にあ

ることから、互いに協力して本プログラム全体を統括してきた。また、生物プロセスの分野については、

大阪大学は大竹教授が最初の３年間コーディネーターとして積極的に関与し、残りの 2 年間は福崎教授

が副コーディネーターを務めた。対応して、アーヘン工科大学からは Büchs 教授が生物系の副コーディ

ネーターを務め頻繁に大阪大学を訪問しており、平成 26年度は、大阪大学のクロス・アポイントメント

制度で大阪大学に長期に滞在し、両大学の協力関係の強化に努めていただいた。 

 参加教員は、国際交流に積極的かつ研究業績が国際的に高い評価を受けている教員を選抜したことか

ら、共同研究の推進は予定通り進んでおり、研究テーマにより連携を密に出来る「ダブル Supervisor 体

制」もスムーズに機能している。 

 この他、英語による集中講義や国際合同シンポジウム（国際セミナー）を大阪大学とアーヘン工科大

学の両方で毎年開催することにより、若手教員と大学院生の英語による発表能力が格段に伸びていると

いう大きな成果が得られている。特筆すべきは、大阪大学の学生が、アーヘン工科大学での DFG のヒア

リングで、審査員の質問に、英語のジョークで切り返すということがあった。 
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（３）教育研究環境の整備 

当該大学において、プロジェクトの目的を達成するにあたって必要な施設設備、及び経済的負担の軽減措置等、組

織的な取り組み状況について記載してください。 

○必要な施設設備 

･ シンポジウム（セミナー）会場として大阪大学内の施設を無償で利用 

○経済的負担の軽減措置等 

･ 経済的に支援を頂いた企業の研究者に国際セミナーで発表を頂いた。大学院博士課程修了後に就職す

る可能性のある企業の研究を知る良い機会となった。  

･ 海外からの招聘講演者は、大阪大学の招聘プログラムを一部使用できた。  

･ 大阪大学の教員のアーヘン工科大学への出張は、本プログラム以外を一部使用することで経費を軽減

している。  

･ 生物工学会の協賛により、国際セミナー開催の経費を軽減した。 

○組織的な取り組み  

･ 平成 22年 9月に大阪大学 鷲田前総長がアーヘン工科大学を訪問しプログラムの発展及び両大学の交

流を深めるべく合意した。  

･ 平成 27年 3月下旬にアーヘン工科大学の Schmachetenberg学長が、大阪大学の平野総長を表敬訪問し、

大阪大学とアーヘン工科大学の大学間学術交流協定の更新の調印式を行った。引き続いて、平野総長、

岡村副学長らと交流の今後の発展について意見交換を行った。 

･ 毎年開催される大阪でのシンポジウム開催時に、大阪大学副学長から開催の挨拶とともに、来賓であ

る日本学術振興会の課長、DFG （副）代表、ドイツ領事館の総領事の出席に協力頂いている。 

･ アーヘン工科大学で開催される国際セミナーや DFG のヒアリングに際し、大阪大学欧州センターの所

長が陪席している。 

 

（４）経費の合理性 

経費の執行状況について記載してください。 

各年度の経費における旅費の割合を表１にまとめた。 

【表 1】配分額に対する旅費（国内・外国）の割合(税金を含む)          単位：千円 

 H22 H23 H24 H25 H26 合計 

配分額 11,954 12,993 12,800 12,750 12,750 63,247 

旅費（税込） 10,033 10,715 10,256 10,252 11,906 53,162 

 ％ 83.9 82.5 80.1 80.4 93.4 84.1 

 

予算執行に対して、以下の点に留意した。 

･ 予算執行優先順位は、アーヘン工科大学への学生の派遣としてきた。 

･ 平成 26年度以降、消費税が 5％→8％に上昇し、予算も減額となっているが、その中で経費負担の軽減

措置として、シンポジウム会場は学内施設を利用してきた。 

･ 学内のクロス・アポイントメント制度を利用し、アーヘン工科大から教授を招聘してきた。 

･ シンポジウムでの国内からの招聘講演者および 海外からの招聘講演者は、他財源を一部使用した。 
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５．今後の展望 

今後、当該大学とドイツ側大学との共同教育研究活動を持続的に展開してく上での将来展望について記載してくだ

さい。 

 生物と化学の両分野の中でも、国際的に評価の高い研究者を大阪大学とアーヘン工科大学から選んで

過去 5 年間本プログラムを実施してきた成果から、目標に掲げている「生物および化学プロセスの両方

の研究分野に精通し、国際的に通用する若手研究者を養成する」教育研究体制を構築出来る見通しを得

ている。さらに、4年間の継続を積み上げることにより、本プログラム終了後に、「環境調和を指向した

生物および化学プロセスに関する共同大学院教育プログラム」の趣旨に合った教育・共同研究体制を継

続させることを目指している。 

 本プログラムは、5 年間のプログラムとして実施してきたが、メンバーを一部入れ替えて、化学系と

生物系のバランスを再構築し、さらに 4 年間の継続が決まったことから、今後研究グループ間のマッチ

ングをさらに強固にし、「ダブル Supervisor 体制」を推進するとともに、大学院学生の学位審査に両大

学の指導教授が関与する方向性をさらに強化する方針である。 

 これらの取り組みは、共同研究として結実することに繋がるとともに、若手研究者の交流を強く促す

ことに繋がることは確実であることから、本プログラムの目標である「大学院生の日独双方向での派遣

及び受け入れを主とする共同研究」は、着実に成果が得られており、共著論文の形で国際誌に掲載され

ている。また、国際的に活躍できる若手研究者育成については、国際会議での発表に対する高い評価（賞

の獲得）に表れている。また、大学院生の派遣と受け入れを通じた大学院生の双方向交流は、単に派遣

される大学院生の育成のみにとどまらず、受入研究室の学部学生や大学院生にも、異文化を知る貴重な

経験となっている。さらに、本プログラムがスタートした 5 年前には、海外インターンシップによる国

際性の涵養に対する企業の評価は高くなかったが、近々の就職活動時における本プログラムに対する企

業からの高い評価は、学内においても注目されており、企業の海外展開の重要な人材として高く評価さ

れている。今後も、国際性を高める教育プログラムの優れた例として、他のプログラムにも影響を与え

ている。  

 今後 4年間の継続により、合計 9 年間に及ぶ継続的な交流は、単に大阪大学とアーヘン工科大学の交

流に留まらず、このプログラムに参加した若手研究者・大学院生の成長とともに、日本とドイツの規模

で広がっていくことが期待される。興味深いことに、アーヘン工科大学の日本における認知度が高まり、

ごく最近東京大学との大学間交流協定が締結されたことに顕れている。 

 9年後が終了した段階の取り組みについては、現在、4年後に向けた議論を始めている段階であるが、

大阪大学とアーヘン工科大学の交流を継続して合同シンポジウム等を開催するための財源確保に向けて

参加教員らが継続的な努力をする計画である。具体的には、大阪大学における、国際集会支援のプログ

ラムがスタートしているので、これを積極的に利用する計画である。さらに、本プログラムに参加する

アーヘン工科大学の教員を特任教授（常勤）あるいは招聘教授（非常勤）として大阪大学が雇用できる

クロス・アポイントメント制度がスタートしていることから、この制度を利用することにより、アーヘ

ン工科大学の教員が大阪大学の博士課程学生への教育・研究の指導および評価に関与する体制を継続出

来るように努力する計画である。 
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６．活動実績 

（１）実施した「共同課程」について概略を記入してください。 

1 科目名等 
生体触媒機能工学特別研究 

提供期間 平成 22 年 5 月 18 日-20 日 

平成 23 年 1 月 11 日-17 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 初年度であるので、両大学の大学院生を集め、コーディネーターの大竹と Okuda

が本共同課程に関するガイダンスを行った。その後、両大学の教員が、環境調和

を指向した生物プロセスを設計し効率的に制御するための基礎理論、本技術分野

における技術開発の最新動向および今後の課題について、英語による講義を行っ

た。講義終了後には、大学院生に英語で質問をさせ、教員と英語で討論を行った。

また、環境にやさしい生体触媒反応による難水溶性物質変換技術など、新しい生

体触媒利用技術を講義した後に、生物と化学プロセスの両分野それぞれの長短所

について考えさせ、両者の強みを活かし環境調和型の化成品製造プロセスを開発

するため、英語による筆記試験も実施した。相手大学に派遣された大学院生には、

派遣先の指導教授による研究および学位論文作成指導を受けさせた。加えて、ア

ーヘン工科大学で 9月に開催された共同セミナーにおいて、研究成果をポスター

により発表させた。 

2 科目名等 
高機能触媒化学特別研究 

提供期間 平成 22 年７月 30 日 

平成 22 年１１月２４日-30 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 初年度であるので、両大学の大学院生を集め、コーディネーターの大竹と Okuda

が本共同課程に関するガイダンスを行った。その後、環境調和を指向した化学プ

ロセス開発に必要な高機能化学触媒設計に関する基礎理論、本技術分野における

技術開発の最新動向と今後の課題について、英語による講義を行った。特に、光

学活性や立体選択性の高い化学触媒の機能解明と設計理論について解説し、大学

院生を交えて英語による議論を行った。また、相手大学に派遣された大学院生に

は、派遣先の指導教授による研究および学位論文作成指導を受けさせた。加えて、

アーヘン工科大学で 9月に開催された共同セミナーにおいて、研究成果をポスタ

ーにより発表させた。 

3 科目名等 
生体触媒機能工学特別研究 

提供期間 平成 23 年 12 月 12 日-15 日 

平成 24 年 3 月 12 日-14 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の教員が、環境調和を指向した生物プロセスを設計し効率的に制御する

ための基礎理論、本技術分野における技術開発の最新動向および今後の課題につ

いて、英語による講義を行った。講義終了後には、大学院生に英語で質問をさせ、

教員と英語で討論を行った。相手大学に派遣された大学院生には、派遣先の指導

教授による研究および学位論文作成指導を受けさせた。それらの成果を、大阪大

学とアーヘン工科大学において合計3回開催した両大学の大学院生によるミニシ

ンポジウムにおいて、英語により口頭発表を行わせた。また、開催側の大学院生

にミニシンポジウムの準備と運営を委ねることにより、両大学院生に国際交流の

経験を積ませる機会を提供した。大阪で開催した国際シンポジウム

「Biotechnology and Chemistry for Green Growth」に参加させ、生物機能を活

用した物質生産プロセスに関する企業研究者による講演を聞かせ、英語による質

疑応答を行わせた。 
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4 科目名等 
高機能触媒化学特別研究 

提供期間 平成 23 年 9 月 1 日-2 日 

平成 24 年 3 月 12 日-14 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 環境調和を指向した化学プロセス開発に必要な高機能化学触媒設計に関する

基礎理論、本技術分野における技術開発の最新動向と今後の課題について、英語

による講義を行った。講義終了後には、大学院生に英語で質問をさせ、教員と英

語で討論を行った。相手大学に派遣された大学院生には、派遣先の指導教授によ

る研究および学位論文作成指導を受けさせた。それらの成果を、大阪大学とアー

ヘン工科大学において合計3回開催した両大学の大学院生によるミニシンポジウ

ムにおいて、英語により口頭発表を行わせた。また、開催側の大学院生にミニシ

ンポジウムの準備と運営を委ねることにより、両大学院生に国際交流の経験を積

ませる機会を提供した。 

5 科目名等 
生体触媒機能工学特別研究 

提供期間 平成 24 年 12 月 3 日-5 日 

平成 25 年 3 月 11 日-13 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の大学院生に、相手側大学において英語による研究発表と討論を行わせる

機会として、2回のシンポジウムを開催した。ミニシンポジウムの準備と運営（例

えばプログラム編成、アブストラクト集の作成やシンポジウム座長など）を開催

側の大学院生に委ねることにより、参加した両大学の大学院生にとって国際交流

の経験を積むよい機会となった。両大学の教員等のメンバーも多く出席し、大学

院生の研究発表に対して質問およびコメントをすることにより、英語により討論

する能力の育成にも効果があった。今年度は大阪でも大学院生を教員と一緒のシ

ンポジウムで発表させ、一部座長も務めさせることで、大学院生に一歩進んだ国

際経験を積ませることができた。 

6 科目名等 
高機能触媒化学特別研究 

提供期間 平成 24 年 12 月 3 日-5 日 

平成 25 年 3 月 11 日-13 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の教員等メンバーが、環境調和を指向した化学プロセス開発に必要な高機

能化学触媒設計に関する理論と実験結果について講演した。参加した大学院生を

含めて、環境調和型の化学プロセスを開発するためのアイデアについて英語で討

論した。このことにより、両大学の大学院生に関連分野における最新の研究動向

と今後の課題について理解させるとともに、英語により討論する機会を与えるこ

とができた。参加大学院生に本科目を生体触媒機能工学特別研究と合わせて受講

させることにより、化学と生物学の基礎・応用の両面に精通した人材の育成に成

果が得られつつある。今年度は大阪でも大学院生を教員と一緒のシンポジウムで

発表させ、一部座長も務めさせることで、大学院生に一歩進んだ国際経験を積ま

せることができた。 

7 科目名等 
生体触媒機能工学特別研究 

提供期間 平成 25 年 12 月 3 日-5 日 

平成 26 年 3 月 10 日-11 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の大学院生に、相手側大学において英語による研究発表と討論を行わせる

機会として、2回のシンポジウムを開催した。ミニシンポジウムの準備と運営（例

えばプログラム編成、アブストラクト集の作成やシンポジウム座長など）を開催

側の大学院生に委ねることにより、参加した両大学の大学院生にとって国際交流
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の経験を積むよい機会となった。両大学の教員等のメンバーも多く出席し、大学

院生の研究発表に対して質問およびコメントをすることにより、英語により討論

する能力の育成にも効果があった。今年度は大阪でも大学院生を教員と一緒のシ

ンポジウムで発表させ、一部座長も務めさせることで、大学院生に一歩進んだ国

際経験を積ませることができた。 

8 科目名等 
高機能触媒化学特別研究 

提供期間 平成 25 年 12 月 3 日-5 日 

平成 26 年 3 月 10 日-11 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の教員等メンバーが、環境調和を指向した化学プロセス開発に必要な高機

能化学触媒設計に関する理論と実験結果について講演した。参加した大学院生を

含めて、環境調和型の化学プロセスを開発するためのアイデアについて英語で討

論した。このことにより、両大学の大学院生に関連分野における最新の研究動向

と今後の課題について理解させるとともに、英語により討論する機会を与えるこ

とができた。参加大学院生に本科目を生体触媒機能工学特別研究と合わせて受講

させることにより、化学と生物学の基礎・応用の両面に精通した人材の育成に成

果が得られつつある。今年度は大阪でも大学院生を教員と一緒のシンポジウムで

発表させ、一部座長も務めさせることで、大学院生に一歩進んだ国際経験を積ま

せることができた 

9 科目名等 
生体触媒機能工学特別研究 

提供期間 平成 26 年 9 月 2 日-3 日 

平成 27 年 3 月 10 日－11 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の大学院生に、相手側大学において英語による研究発表と討論を行わせる

機会として、2 回のシンポジウムを開催した。準備と運営（例えばプログラム編

成、アブストラクト集の作成やシンポジウム座長など）を開催側の大学院生に委

ねることにより、参加した両大学の大学院生にとって国際交流の経験を積むよい

機会となった。両大学の教員等のメンバーも多く出席し、大学院生の研究発表に

対して質問およびコメントをすることにより、英語により討論する能力の育成に

も効果があった。大阪でも大学院生を教員と一緒のシンポジウムで発表させ、座

長も務めさせることで、大学院生に一歩進んだ国際経験を積ませることができ

た。 

10 科目名等 
高機能触媒化学特別研究 

提供期間 平成 26 年 9 月 2 日-3 日 

平成 27 年 3 月 10 日-11 日 

 提供した大学 
大阪大学/ アーヘン工科大学 

単位数 ※単位認定せず詳細について

は別紙参照 

 概要 両大学の教員等メンバーが、環境調和を指向した化学プロセス開発に必要な高機

能化学触媒設計に関する理論と実験結果について講演した。参加した大学院生を

含めて、環境調和型の化学プロセスを開発するためのアイデアについて英語で討

論した。このことにより、両大学の大学院生に関連分野における最新の研究動向

と今後の課題について理解させるとともに、英語により討論する機会を与えるこ

とができた。参加大学院生に本科目を生体触媒機能工学特別研究と併せて受講さ

せることにより、化学と生物学の基礎・応用の両面に精通した人材の育成に成果

が得られつつある。今年度は大阪でも大学院生を教員と一緒のシンポジウムで発

表させ、全ての座長を学生が担当し、運営についても学生が主体的に準備運営を

行った。これらの経験は国際会議における発表のみならず、運営を行うという貴

重な体験を積ませることができた。 

 ※ 記入欄が足りない場合には、適宜追加してください。 
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〇 ドイツ 

〇2 H. Ajiro, K. Beckerle, J. Okuda, and M. Akashi, Layer-by-Layer Assembly of Partially 
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Cleavage, Chem. Lett., 41 (2), 151-153 (2012). 
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Oxidant, Chem. Lett., 43 (11), 1782-1784 (2014). 

〇 ドイツ 

〇9 S. Takizawa, T. M.-N. Nguyen, A. Grossmann, D. Enders, and H. Sasai, Enantioselective 

Synthesis of α-Alkylidene-γ-Butyrolactones: Intramolecular Rauhut-Currier Reaction 

Promoted by Acid/Base Organocatalysts, Angew. Chem. Int. Ed., 51, 5423-5426 (2012). 

〇 ドイツ 

〇10 Y. Yang, Y. Hayashi, Y. Fujii, T. Nagano, Y. Kita, T. Oshima, J. Okuda, and K. Mashima, Efficient 

Cyclic Carbonate Synthesis Catalyzed by Zinc Cluster Systems under Mild Conditions, Catal. 

Sci. Technol., 2, 509-513 (2012) 

〇 ドイツ 

〇11 W. Fegler, T. Saito, K. Mashima, T. P. Spaniol, and J. Okuda, C-H Bond Activation of 

N-Heterocyclic Carbene IMes by Rare-earth Metal Alkyl Complexes, J. Organomet. Chem., 
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〇 ドイツ 

〇12 A. Sauer, J. Buffet, T. P. Spaniol, H. Nagae, K. Mashima, and J. Okuda, Synthesis, 

Characterization, and Lactide Polymerization Activity of Group 4 Metal Complexes Containing 

Two Bis(phenolate) Ligands, Inorg. Chem., 51, 5764-5770 (2012).  

〇 ドイツ 

〇13 S. Diederichs, A. Korona, A. Staaden, W. Kroutil, K. Honda, H. Ohtake, and J. Büchs, 

Phenotyping the Quality of Complex Medium Components by Simple Online-Monitored Shake 

Flask Experiments. Microbial Cell Fact. 13, 149 (2014). 

○ ドイツ 
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14 A .Hibino, and H. Ohtake, Utilization of Hydrophobic Bacterium Rhodococcus rhodochrous 

NBRC15564 as Whole-Cell Catalyst in Solvent-Free Organic Media. Process Biochem., 48, 

838-843 (2013). 

○  

〇15 A. Hibino, R .Petri, J. Büchs, and H. Ohtake, Production of Uroporphyrinogen III from 

5-Aminolevulinic Acid Using Escherichia coli Expressing Thermostable Enzymes. Appl. 

Microbiol. Biotechnol., 97, 7337-7344 (2013). 

○ ドイツ 

16 X. Ye, K. Honda, Y. Morimoto, K. Okano, H. Ohtake, Direct Conversion of Glucose to Malate by 

Synthetic Metabolic Engineering. J. Biotechnol., 164, 34-40 (2013). 

○  

17 B. Krutsakorn, T. Imagawa, K. Honda, K. Okano, and H. Ohtake, Construction of an In Vitro 

Bypassed Pyruvate Decarboxylation Pathway using Thermostable Enzyme Modules and Its 

Application to Acetylglutamate Production. Microbial Cell Fact. 12, 91 (2013). 

○  

18 X. Ye, K. Honda, T. Sakai, K. Okano, T. Omasa, R. Hirota, A. Kuroda, and H. Ohtake, Synthetic 

Metabolic Engineering-a Novel, Simple Technology for Designing a Chimeric Metabolic 

Pathway. Microbial Cell Fact. 11, 120 (2012). 

○  

〇19 F. Shima, B. Schulte, H. Keul, M. Moeller, and M. Akashi, Preparation of Microparticles 

Composed of Amphiphilic Poly(γ-glutamic acid) Through Hydrophobic Interactions, Polym. J, 

46, 184-188 (2014). 

〇 ドイツ 
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Sulfonated Isotactic Polystyrene with Poly(vinylamine), Langmuir, 28 (12), 5372-5378 (2012). 

〇 ドイツ 

〇21 H. Yoshida, D. Klee, M. Möller, and M. Akashi, Creation of Superhydrophobic Electrospun 

Nonwovens Fabricated from Naturally-Occurring Poly(amino acid) Derivatives, Adv. Funct. 

Mater., 24, 6359–6364 (2014). 

〇 ドイツ 

〇22 S. Takizawa, T. M.-N. Nguyen, A. Grossmann, D. Enders, and H. Sasai, Enantioselective 

Synthesis of α-Alkylidene-γ-Butyrolactones: Intramolecular Rauhut-Currier Reaction 

Promoted by Acid/Base Organocatalysts, Angew. Chem. Int. Ed., 51 (22), 5423-5426 (2012). 

〇 ドイツ 

〇23 S. Takizawa, T. M.-N. Nguyen, A. Grossmann, M. Suzuki, D. Enders, and H. Sasai, Facile 

Synthesis of α-Methylidene-γ-Butyrolactones: Intramolecular Rauhut-Currier Reaction 

Promoted by Chiral Acid-Base Organocatalysts, Tetrahedron, 69 (3), 1202-1209 (2013). 

〇 ドイツ 

〇24 S. Takizawa, J. Kodera, Y. Yoshida, M. Sako, S. Breukers, D. Enders, and H. Sasai, 

Enantioselective Oxidative-Coupling of Polycyclic Phenols, Tetrahedron, 70 (9), 1786-1793 

(2014). 

〇 ドイツ 

25 K. Takenaka, S. C. Mohanta, and H. Sasai, Palladium Enolate Umpolung: Cyclative 

Diacetoxylation of Alkynyl Cyclohexadienones Promoted by a Pd/SPRIX Catalyst, Angew. 

Chem. Int. Ed., 53 (18), 4675-4679 (2014). 

〇  

26 K. Takenaka, M. Sako, S. Takatani, and H. Sasai, Enantioselective Construction of 

C2-Symmetric Spiro Skeleton through Intramolecular Copper-Catalyzed N-Arylation 

ARKIVOC 2015 (ii), 52-63 (2015). 

〇  

27 H. Shahsavarani, M. Sugiyama, Y. Kaneko, B. Chuenchit, and S. Harashima, Superior 

Thermotolerance of Saccharomyces cerevisiae for Efficient Bioethanol Fermentation Can Be 

Achieved by Overexpression of RSP5 Ubiquitin Ligase, Biotechnol.Adv. 30 (6), 1289-1300 

(2012). 

〇  

28 H. Shahsavarani, D. Hasegawa, D. Yokota, M. Sugiyama, Y. Kaneko, B. Chuenchit, and S. 

Harashima, Enhanced Bio-Ethanol Production from Cellulosic Materials by Semi-Simultaneous 

Saccharification and Fermentation Using High Temperature Resistant Saccharomyces 

cerevisiae TJ14. J. Biosci. Bioeng. 115 (1), 20-23 (2013). 

〇  

29 T. Iwasaki, Y. Miyata, R. Akimoto, Y. Fujii, H. Kuniyasu, and N. Kambe, Diarylrhodates as 

Promising Active Catalysts for the Arylation of Vinyl Ethers with Grignard Reagents, J. Am. 

Chem. Soc., 136 (26), 9260-9263 (2014). 

○  
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Alkyl-Alkyl Cross-Coupling Reactions Using Hydrocarbon Additives: Efficiency of Catalyst and 

Roles of Additives, J. Org. Chem. (Featured Article), 79 (18), 8522-8532 (2014). 

○  

31 H. Kuniyasu, A. Sanagawa, T. Nakajima, T. Iwasaki, and N. Kambe, K. Bobuatong, M. Ehara, 

Halogen Exchange by Reaction of CpRu(Cl)(PPh3)2 with MeC(O)X (X = Br, I) and its 

Mechanistic Study, J. Organomet. Chem., 769, 34–37 (2014). 

○  

32 D. Shiro, H. Nagai, S.-i. Fujiwara, S. Tsuda, T. Iwasaki, H. Kuniyasu, and N. Kambe, 

Palladium-Catalyzed Decarbonylative Rearrangement of N-Allenyl Seleno- and 
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Insertion Reactions of Isocyanides into Thiocarbamates and Selenocarbamates, Chem. Lett., 

44 (4), 465-467 (2015). 

○  
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Insertion of Isocyanides into Nitrogen-Sulfur Bonds of Sulfenamides, Tetrahedron Lett., 56 

(12), 1531-1534 (2015). 

○  

〇35 M. Henze, D. J. You, C. Kamerke, S. Kanaya, and L. Elling, Glycosynthase of Bacillus 

circulations β-Galactosidase (BGaC), Chem. Ing. Tech., 86, 1401-1426 (2014). 

〇 ドイツ 
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Differentiating between Oleaginous and Non-oleaginous Microorganisms, Biochem. Eng. J., 57, 

23-29 (2011). 

〇  

48 E. Restiawaty, K. Honda, K. Okano, R. Hirota, T. Omasa, A. Kuroda, and H. Ohtake, Construction 
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Carbomagnesiation of Alkynes with Alkyl Halides and Grignard Reagents, Org. Lett., 13, 
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262 ◯花田真一、高市 隼、森本祐麻、杉本秀樹、伊東忍、β-ジケチミネート骨格を有するトリア

ニオン性配位子を用いた Mn(Ⅲ)錯体の合成とその反応性、日本化学会第 94 春季年会、名古

屋大学、口頭、2014 年 3 月 27-30 日 

  

263 石濱謙一、◯藤枝伸宇、伊東忍、4 つのヒスチジンからなる単核鉄中心をもつタンパク質の酸

化能、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、口頭、2014 年 3 月 27-30 日 

  

264 ◯中野 巧、藤枝伸宇、伊東忍、超好熱菌由来タンパク質が持つ４-His モチーフを利用した単

核鉄及び銅中心の構築、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学、口頭、2014 年 3 月 27-30

日 

  

265 ◯藤枝伸宇、石濱謙一、谷口勇希、伊東忍、4 つのヒスチジンからなる単核非ヘム鉄中心をも

つタンパク質の酸化能、第 41 回生体分子科学討論会、九州大学、口頭、2014 年 6 月 6-7 日 

  

266 ◯杉本秀樹、建元奨、豊田和男、伊東 忍、エン-1、2-ジチオラトを持つオキソースルフィドー

およびオキソーセレニドーモリブデン(VI)錯体の合成、分光学的性質および反応性、第24回金

属の関与する生体関連反応シンポジウム、京都薬科大学、口頭、2014 年 6 月 14-15 日 

  

267 ◯中野巧、谷口勇希、藤枝伸宇、伊東忍、好熱菌由来タンパク質を用いた人工金属酵素の創

製、第 8 回バイオ関連シンポジウム、岡山大学、ポスター、2014 年 9 月 11-13 日 

  

268 ◯谷口勇希、藤枝伸宇、伊東忍、新規人工金属酵素の創製を目指した翻訳後化学修飾反応

の解析、第 8 回バイオ関連シンポジウム、岡山大学、口頭、2014 年 9 月 11-13 日 

  

269 ◯花田真一、森本祐麻、藤枝伸宇、杉本秀樹、伊東忍、2 つのフェノラートとβ-ジケチミネート

から成るトリアニオン性配位子を用いたマンガン錯体の合成と反応性、第 64 回錯体化学討論

会、中央大学、口頭、2014 年 9 月 18-20 日 

  

270 ◯阿部司、森本祐麻、藤枝伸宇、杉本秀樹、伊東忍、環状ジアミン系配位子を用いた銅−活

性酸素錯体の構造制御、第 64 回錯体化学討論会、中央大学、口頭、2014 年 9 月 18-20 日 

  

271 ◯佐藤正典、杉本秀樹、伊東忍、オキソ-アルコラトモリブデン(VI)錯体およびそのカルコゲン

誘導体の生成と性質、第 64 回錯体化学討論会、中央大学、口頭、2014 年 9 月 18-20 日 

  

272 ◯S. Paria、森本祐麻、杉本秀樹、藤枝伸宇、伊東忍、Spectroscopic Characterization and 

Reactivity Study of a Mononuclear Copper Terminal Oxygen Species Supported by a ‘Tren’ 

Based Bulky Tetradentate Ligand、第 64 回錯体化学討論会、中央大学、口頭、2014 年 9 月

18-20 日 

  

273 ◯清水郁馬、森本祐麻、杉本秀樹、藤枝伸宇、伊東忍、強い電子供与能を有する三座配位子

を用いた銅錯体の合成とその反応性、第 64 回錯体化学討論会、中央大学、口頭、2014 年 9

月 18-20 日 

  

274 ◯桐山佳保里、杉本秀樹、伊東忍、六配位オスミウム錯体とアニオン性配位子との反応によ

る七配位錯体の合成、第 64 回錯体化学討論会、中央大学、口頭、2014 年 9 月 18-20 日 

  

275 ◯伊東忍、藤枝伸宇、石濱謙一、谷口勇希、単核鉄活性中心を有する人工金属酵素の創製

と酸化機能、第 114 回触媒討論会、広島大学、口頭、2014 年 9 月 25-27 日 

  

276 ◯文野修至、森本祐麻、杉本秀樹、藤枝伸宇、伊東忍、ニッケル錯体を触媒とする過酸化水

素による芳香族化合物の水酸化反応、第 47 回酸化反応討論会、熊本大学、ポスター、2014

年 11 月 14-15 日 

  

277 ◯金武孝幸、杉本秀樹、伊東忍、オスミウム錯体を触媒とする過酸化水素による 1、5-ジエン

の酸化的環化反応、第 47 回酸化反応討論会、熊本大学、ポスター、2014 年 11 月 14-15 日 

  

278 ◯S. Itoh, The Chemical Function of Bio-Related Copper Active-Oxygen Complexes、日本化

学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

279 ◯杉本秀樹、金武孝幸、伊東忍、オスミウム錯体を触媒とする過酸化水素を用いた 1、5-ジエ

ンの酸化的環化反応による立体選択的テトラヒドロフラン誘導体の合成、日本化学会第 95 春

季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 
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280 谷口勇希、◯藤枝伸宇、伊東忍、タンパク質銅活性中心近傍に変異導入したチロシン残基の

酸化的自己修飾反応、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

281 ◯桐山佳保里、杉本秀樹、伊東忍、六配位オスミウム錯体とアニオン性外部配位子との反応

挙動、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

282 ◯甲斐賢一郎、杉本秀樹、伊東忍、ビス（ピリジルメチル）シクロヘキサンジアミン系 4 座配位

子を用いたオスミウム錯体の幾何構造制御と酸化還元挙動、日本化学会第 95 春季年会、日

本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

283 ◯I, Shimizu, Y. Morimoto, H. Sugimoto, N. Fujieda, and S, Itoh, Synthesis of a Functional Ligand 

Consisting of 1,3,5-Triaminocyclohexane Platform and Its Copper Complexes、日本化学会第

95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

284 ◯T. Abe, Y. Morimoto, H. Sugimoto, N. Fujieda, and S. Itoh, Controlling Cu(I)/O2-Reactivity by 

1、5-Diazacyclooctane-Based Ligands、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015

年 3 月 26-29 日 

  

285 ◯S. Paria, Y. Morimoto, H. Sugimoto, N. Fujieda, and S. Itoh, Generation、 Characterization 

and Reactivity Study of a CuII(Hydroxide) Anilino-Radical Complex、日本化学会第 95 春季年

会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

286 ◯花田真一、森本祐麻、杉本秀樹、藤枝伸宇、伊東忍、β-ジケチミネート骨格を有するトリア

ニオン性四座配位子を用いたマンガン活性酸素錯体の合成と反応性、日本化学会第 95 春季

年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

287 ◯藤田大輝、杉本秀樹、森本祐麻、伊東忍、二つのフェノラト部位を持つトリアニオン性β-ジ

ケチミナト Rh(III)錯体の合成と性質、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3

月 26-29 日 

  

288 ◯佐藤正典、杉本秀樹、松本 崇、伊東忍、オキソ-アルコラトおよびオキソ-チオラトモリブデ

ン(VI)錯体の合成と性質、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29

日 

  

289 ◯市橋春菜、中野巧、藤枝伸宇、伊東忍、たる型タンパク質を配位子とした第一遷移金属錯

体の構造と性質、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

290 ◯中野巧、谷口勇希、藤枝伸宇、杉本秀樹、伊東忍、たる型タンパク質内部での単核ルテニ

ウムおよびオスミウム活性中心の構築、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015

年 3 月 26-29 日 

  

291 ◯馬越恭平、藤枝伸宇、伊東忍、活性部位に変異導入した菌体由来のチロシナーゼの結晶

構造、日本化学会第 95 春季年会（2015）、日本大学、口頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

292 ◯井上佳亮、森本祐麻、杉本秀樹、藤枝伸宇、伊東忍、プロパンジアミン系二座配位子の銅

(I)錯体と一酸化窒素の反応挙動、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月

26-29 日 

  

293 ◯Y. Morimoto, S. Bunno, and S. Itoh, Hydroxylation of Benzene and Its Derivatives with 

Hydrogen Peroxide Catalyzed by Ni Complexes、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口

頭、2015 年 3 月 26-29 日 

  

294 ◯西本安衣香、森本祐麻、伊東忍、カテコール部位をもつ三回対称性配位子により架橋され

た新規多核遷移金属錯体の合成、日本化学会第 95 春季年会、日本大学、口頭、2015 年 3 月

26-29 日 

  

294 〇H. Mitsunaga, L. Meissner, T. Palmen, T. Bamba, J. Beuchs, and E. Fukusaki, “Metabolome 

Analysis Revealed the Effect of Carbon Catabolite Repression to Poly（γ-glutamic acid） 

Biosynthesis in Bacillus licheniformis” 日本農芸化学会年会，岡山，口頭, 日本農芸化学会

年会要旨集 p.67, 2015, Mar. 28. 

 ドイツ 
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（３）共同セミナーの開催実績について記入してください。（詳細は別表２により記入してください。） 

 

1 セミナー名 日独共同大学院プログラム・シンポジウム 

選択的反応プロセスへの生物および化学的アプローチ 

 開催期間 2010.09.06 - 07 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計 25名（教員等 12 名、 大学院学生 13名） 

  ドイツ側 合計 55名（教員等 20 名、 大学院学生 25名、 その他 10名） 

2 セミナー名 日独共同大学院プログラム・Seleca ミニシンポジウム 

 開催期間 2011.03.17 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計 3名（教員等 3 名、 大学院学生 0 名） 

  ドイツ側 合計 49名（教員等 7 名、 大学院学生 42 名） 

3 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・ミニシンポジウム 

環境調和を指向した生物および化学プロセス 

 開催期間 2011.04.27 

 開催場所 大阪大学 吹田キャンパス サントリーメモリアルホール 

 参加者数 日本側 合計 118名（教員等 21 名、 大学院学生 97 名） 

  ドイツ側 合計 10名（教員等  5 名、 大学院学生  5 名） 

4 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・シンポジウム 

不活性化合物の触媒的活性化に関するシンポジウム 

 開催期間 2011.09.01 - 02 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計 13名（教員等 8 名、 大学院学生  4名、その他 1名） 

  ドイツ側 合計 68名（教員等 20 名、 大学院学生 45名、 その他 3名） 

5 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・ミニシンポジウム 

環境調和を指向した生物および化学プロセスに関するミニシンポジウム 

 開催期間 2011.12.12 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計 9 名（教員等  1名、 大学院学生 8 名） 

  ドイツ側 合計 65 名（教員等 20名、 大学院学生 45 名） 

6 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・ミニシンポジウム 

環境調和を指向した生物および化学プロセス 

 開催期間 2012.03.12 

 開催場所 大阪大学 吹田キャンパス サントリーメモリアルホール 

 参加者数 日本側 合計 66名（教員等 20名、 大学院学生 44 名、その他 2名） 

  ドイツ側 合計 21名（教員等 10 名、 大学院学生 11名） 

7 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・シンポジウム 

グリーン成長のためのバイオテクノロジーと化学プロセス 

 開催期間 2012.03.13 – 14 

 開催場所 千里ライフサイエンスセンター 

 参加者数 日本側 合計 271名（教員等 48名、 大学院学生 169 名、その他 54 名） 

  ドイツ側 合計 40 名（教員等  18名、 大学院学生  22 名） 

8 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム共同シンポジウム 

高選択的触媒開発のための生物学および化学的方法 

 開催期間 2012.12.03 – 05 

 開催場所 アーヘン工科大学 
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 参加者数 日本側 合計 24名（教員等 9名、 大学院学生 15 名） 

  ドイツ側 合計 53 名（教員等  9名、  大学院学生 40 名、その他 4 名） 

9 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム国際シンポジウム 

グリーン成長のためのバイオテクノロジーと化学プロセス 

 開催期間 2013.03.11 - 13 

 開催場所 大阪 千里ライフサイエンスセンター 

 参加者数 日本側 合計 282名（教員等 84名、 大学院学生 180 名、その他 18 名） 

  ドイツ側 合計 64名（教員等 31名、 大学院学生  33 名） 

10 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム共同シンポジウム 

高選択的触媒開発のための生物学および化学的方法 

 開催期間 2013.12.03 - 05 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計  21名（教員等 10名、大学院学生 11名） 

  ドイツ側 合計 52名（ 教員等 9名、 大学院学生 40名、その他 3 名） 

11 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム国際シンポジウム 

グリーン成長のためのバイオテクノロジーと化学プロセス 

 開催期間 2014.03.10 - 11 

 開催場所 大阪 千里ライフサイエンスセンター 

 参加者数 日本側 合計 180名（教員等 60名、 大学院学生 110 名、その他 10 名） 

  ドイツ側 合計 23名（教員等  9名、 大学院学生  14 名） 

12 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラムシンポジウム 

選択的反応プロセスへの生物および化学的アプローチ 

 開催期間 2014.09.02 – 04 

 開催場所 アーヘン工科大学 

 参加者数 日本側 合計  22名（教員等  9名、大学院学生 13名） 

  ドイツ側 合計 26名（ 教員等 7名、大学院学生 15名、その他 4 名） 

13 セミナー名 日本学術振興会日独共同大学院プログラム・シンポジウム 

グリーン成長のためのバイオテクノロジーと化学プロセス 

 開催期間 2015.03.09 - 11 

 開催場所 大阪大学 銀杏会館 

 参加者数 日本側 合計  76名（教員等 26名、 大学院学生 45 名、その他 5 名） 

  ドイツ側 合計 25名（教員等  10名、 大学院学生 14 名、その他 1 名） 

  

※ ６件以上となる場合には、適宜枠を追加して記入してください。 
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（４）派遣・受入実績について記入してください。（詳細は別表３により記入してください。） 

（名） 

 
派遣数（日本→ドイツ） 受入数（ドイツ→日本） 

教員等 大学院生 合計 教員等 大学院生 合計 

平成 22 年度 ９ １１ ２０ ４ ３ ７ 

平成 23 年度 ６ １４ ２０ １１ １７ ２８ 

平成 24 年度 １０ １８ ２８ ９ １５ ２４ 

平成 25 年度 １３ １２ ２５ ８ １５ ２３ 

平成 26 年度 １０ １５ ２５ ８ ２０ ２８ 

  


